
SPODフォーラムとは
大学等の教職員が自らの能力開発のために役立つ、多種多様で質の高いFD／SDプログラム
ならびに組織を越えた持続的な相互交流 ・ 関係づくりの場を提供します。

日時・場所 ２０２５年８/２７（水） ２９（金）

主 催 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）／徳島大学

参加申込
2025年6月16日（月）正午～６月30日（月）正午

2025年7月２日（水）正午～7月１８日（金）正午

h t t p s : / / w w w . s p o d . e h i m e - u . a c . j p

参加費 無 料 10,000円

Ｓ Ｐ Ｏ Ｄ フォーラム 2025

SPOD加盟校の教職員限定受付

一般受付（SPOD加盟校の方も申込可）

多数開講

城北キャンパス

シンポジウム会場

情報交換会会場

全体受付

学生が安心して学びに向き合う大学の基盤づくり

徳島大学常三島キャンパス
徳島市南常三島町１丁目１番地
駐車場はありません。公共交通機関のご利用をお願いします。

●徒歩・・・約30分
●バス利用・・・約20分

徳島駅前から徳島市営バス
●「島田石橋」行「助任橋・徳島大学前」下車
●「中央循環（左回り）」「助任橋・徳島大学前」下車
●「川内循環（左回り）」「助任橋・徳島大学前」下車
 徒歩約５分

参加者の声

・専門分野以外の方と話せる機会があり、
豊富な種類のセミナーがあるため、新し
いこと、知りたいことが見つけやすいです。
・大学の運営に関わるさまざまな立場の
方とつながることができました。また、そ
れにより自身の大学を見る視角を広げ
ることができました。

申込みはWEBから

SPOD加盟校の教職員 SPOD加盟校以外の教職員

※事前申込制
（先着順）

多彩な講師陣 先進的な教育改革で知られる大学のトップ、各大学のFDやSDの第一線で活躍する教職員やディベロッパー、
職場の人材育成・能力開発分野で活躍するプロフェッショナルなど、多彩かつ魅力的な講師陣をそろえました。

  職場で使える
実践型プログラム

グループワークを含む講義が数多く開催されます。参加者には、意見を出し合い知を共同で作り上げることが求
められると同時に、職場ですぐに使える実践的なノウハウを持ち帰ることができます。

SDプログラムも
多数開講

SPODでは、FD同様にSDに力を入れており、他では体験できないプログラムを数多く開講しています。教育改善に関心
のある多くの教職員の方の参加をお待ちしております。

…

●お問い合わせ先
四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事務局 （愛媛大学教育学生支援部教育企画課）

 0 8 9 - 9 2 7 - 9 1 5 ４  E-mail spod@stu.ehime-u.ac.jp

徳島大学
常三島キャンパス

●当日のお問い合わせ先
徳島大学学務部教育支援課

 0 8 8 - 6 5 6 - 7 6 7 9

全体受付

JR徳島駅から

けやきホール

情報交換会会場
食堂kirara

教養教育4号館
地域創生・

国際交流会館



主にグループワークや
ペアワーク等を中心と
したプログラムです。

主に講義を中心としたプロ
グラムですが、グループ
ワークやペアワーク等が含
まれる場合もあります。

グループワークと講義を
併用したプログラムです。

プログラム定員
※オンライン配信は定員なし
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︶

会 場 A B C D E F

教 室 教養教育4号館
3階301

教養教育4号館
2階202

教養教育4号館
3階302

教養教育4号館
4階402

地域創生・国際交流会館
1階コモンラウンジ

地域創生・国際交流会館
5階フューチャーセンター

1
日 

目 

8
月
27
日
（
水
）

１
１0：００

～
１2：００

2701B
組織外コミュニティが促
す大学職員のキャリアと
能力開発への影響
山田尚彦（新潟大学）

2701C
教学マネジメント・内
部質保証に寄与する
学生参画の実践とは
荒木俊博（淑徳大学）

2701D
分野横断・分野融合の
学びの価値とカリキュラ
ム設計を考えよう！
林 透（金沢大学）

2701E
失敗から学ぶ教育へ
の新たな視点
竹内 一
（徳島文理大学）

2701F
フューチャー・デザインで
大学の未来を考える
佐藤浩輔
（大阪体育大学）

2
１３：００

～
１５：００

2702A
大学ＩR入門ー意思
決定を支援する実践
中井俊樹（愛媛大学）

2702B
設置基準／設置手続
入門－組織改革と活
性化
宮内卓也（高知大学）

2702C
AI×教育：未来の授
業デザインを創出す
るワークショップ
金西計英（徳島大学）
田巻公貴（徳島大学）

2702D
初めてでもできるSD
研修の企画・運営・
評価
葛西崇文（愛媛大学）
阿部光伸（愛媛大学）

2702E
パフォーマンスが上
がる職場とは
島田くみこ（高知工科大学）
浜田昌代（高知大学）
高木佳代子（愛媛大学）
坂本規孝（広島市立大学）

2702F
学生支援のこれまで
と最新動向を知り、
考える
蝶 慎一（香川大学）

3
１５：３０

～
１7：3０

2703A
卒業時の学修成果の
可視化と内部質保証
竹中喜一（近畿大学）

2703B
ゲームで考える
職員間のギャップ
藤巻 晃（徳島文理大学）
野口里美（香川大学）

2703C
地域の未来を拓くアント
レプレナーシップ教育
佐野淳也
（神山まるごと高専）
石原 佑（徳島大学）

2703F
障害学生支援の観点
から考えるユニバー
サルデザイン
高橋由子（高知大学）

１8：00
～

１９：００ 会場：教養教育４号館４階４０４講義室（リベラホール）

２ 

日 

目

 

8
月
28
日
（
木
）

１
１０：００

～
１２：００

2801A

現代の社会課題と
大学の役割
斉藤卓也
(情報・システム研究機構）

2801B
明日から使える大学業務シ
ステム内製開発ハンズオン
末廣紀史（香川大学）
木村悠佑（香川大学）
川瀬 舞（香川大学）

2801C
Power Query for 
Excel を用いた効率
的なデータ処理
高畑貴志（高知大学）

2801D
保育・幼児教育分野の
ためのFDを企画しよう
塩川奈々美（徳島大学）
寺川夫央（今治明徳短期大学）

2801E
学務系職員のための
学生理解・支援
野口 悟（高知大学）

2801F
留学生支援のための
制度理解
岩田 剛（愛媛大学）

２
１３：００

～
１５：００

2802A

学び続ける事務組織と実
践する職員の育て方
宮林常崇
（東京都立大学）

2802B
「SPODオンライン
FDコンテンツプラッ
トフォームサイト」を活
用する
飯尾 健（徳島大学）

2802C
ルーブリック評価入門
～考える、つくる、活用する～
俣野秀典（高知大学）

2802D
自大学のFDを発展させ
るための評価と改善
上月翔太(愛媛大学)

2802E
ケースを通して考える
学生対応
清水栄子(愛媛大学)

2802F
合理的配慮とその学生
支援について考える
坂井 聡（香川大学）

３
１５：３０

～
１７：３０

280３G

「学生が安心して学びに向き合う大学の基盤づくり」 会場：けやきホール
森 朋子（桐蔭横浜大学） 島田くみこ（高知工科大学） 井ノ崎敦子（徳島大学）

指定討論者： 佐藤浩章（東京大学）  進行：吉田 博（徳島大学）

１８：００
～

20：30
会場：食堂kirara2階 会費：4,000円（事前申込み制）

余興：阿波踊り（参加者の方への踊りのレッスン・踊りの体験を含みます）

講義 名
ワーク
・講義

ポスターセッション

ワーク

140名講義 30名

参加者企画枠：高等教育機関に所属する教職員を対象に企画案を募集し、応募のあった企画案から採択された5 件を実施する枠
学生理解・学生支援ゾーン：SPOD フォーラム2025 のテーマに関連するプログラムを体系的に集中して学ぶことができるプログラム帯

シンポジウム

情報交換会

学生理解・支援ゾーン

トップリーダー
セミナー

参加者企画枠

全体受付 プログラムを受講する方は、必ず各自の受講初日に全体受付を済ませてください。 場所：教養教育４号館２階２０１

トップリーダー
セミナー

開催スケジュール ●各プログラムのシラバスは、こちらからご確認ください。https://www.spod.ehime-u.ac.jp/

ハイブリッド：けやきホール・オンライン配信

３ 

日 

目 

8
月
29
日
（
金
）

１
１０：００

～
１２：００

2901A
デジタル学修歴証明
書入門
鈴木 洋
（芝浦工業大学）

2901B
教学IRにおける
データ分析入門
真鍋 亮（愛媛大学）

2901C
小グループ・ペア学
習を取り入れた授業
デザイン
俣野秀典（高知大学）

2901D
指導補助者（TA）研修・
プレFDプログラムをどう
立ち上げるか？
佐藤浩章（東京大学）

2901E
Excelではじめる
統計分析
飯尾 健（徳島大学）

2901F
実践事例から考えるキャ
リア支援
原 瑞穂（香川大学）
圖子賀津美（香川大学）
篠原佳代（香川大学）

２
１３：００

～
１５：００

2902A
４０代からのキャリア
デザイン：リスキリン
グで未来を拓く
久保秀二（愛媛大学）
石川 尚（愛媛大学）

2902B
自分の成長につながる
自己啓発を考えよう
藤本正己（山口大学）
杉原康弘（松山大学）

2902C
電子テキスト型コンテン
ツの制作と授業運用
林 敏浩（香川大学）

2902D
大学生をリフレクティブ
ラーナーとして育てる
上田勇仁（帝京大学）

2902E
テキストマイニング入門
塩川奈々美（徳島大学）

290２F
組織的な学習支援に
ついて考えてみよう
清水栄子（愛媛大学）
石田明菜（立命館大学）

PCルームで実施

講義

講義 １40名

ワーク
・講義 30名

ワーク
・講義 30名

講義 140名
ワーク
・講義 50名

ワーク
・講義 40名

ワーク
・講義 50名

ワーク
・講義 50名

講義 60名

講義 40名

ワーク
・講義 40名

ワーク
・講義 30名

ワーク
・講義 60名

ワーク
・講義 40名 ワーク 30名 30名

ワーク
・講義 50名

ワーク
・講義 60名

ワーク
・講義

12名

ワーク
・講義 60名

ワーク
・講義 30名

30名
ワーク
・講義

ワーク
・講義 30名

ワーク
・講義 32名

ワーク
・講義 36名

50名講義

講義 60名
ワーク
・講義 30名

40名

ワーク
・講義 40名

ワーク
・講義 60名

100名講義
ワーク
・講義 60名

講義 会場240名

ワーク
・講義 60名

ワーク
・講義 60名

ワーク

ワーク ワーク

ワーク会場240名

会場240名
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